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　はじめに

　テンジクダイ科 Apogonidae は日本近海に 26 属

99 種 が 分 布 し て お り（ 林，2013； 馬 渕 ほ か，

2015；吉田・本村，2015a, b），ヒカリイシモチ属

Siphamia はイナズマヒカリイシモチ S. argentea 

Lachiner, 1953， マ ジ マ ク ロ イ シ モ チ S. majimai 

Matsubara and Iwai, 1958，セノウヒカリイシモチ S. 

senoui Gon and Allen, 2012，およびヒカリイシモ

チ S. tubifer Weber, 1909 の 4 種が国内から報告さ

れている（林，2013；馬渕ほか，2015）．そのう

ちイナズマヒカリイシモチは日本国内において，

高知県柏島，愛媛県愛南，大隅諸島屋久島，およ

び沖縄諸島（沖縄島・水納島）から記録されてい

る（高木ほか，2010；林，2013）．

　2004 年 11 月 18 日に鹿児島県大隅半島東岸（肝

属郡肝付町内之浦湾）から，2015 年 9 月 10 日に

奄美大島沖からそれぞれ 1 個体ずつイナズマヒカ

リイシモチが採集された．屋久島からのイナズマ

ヒカリイシモチの記録は水中写真に基づくもので

あるため，本報告は鹿児島県における本種の標本

に基づく初めての記録となる．

　材料と方法

計数・計測方法は林ほか（1994）にしたがった．

標準体長は体長と表記し，デジタルノギスを用い

て 0.1 mm まで行った．本種の体色の記載は，固

定後に撮影された奄美大島産の 1 標本（KAUM–I. 

83034）に基づく．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，分布の調査に用い

た画像資料は神奈川県立生命の星・地球博物館の

魚類写真資料データベース（KPM-NR）に登録さ

れている．本報告中で使用した研究機関略号（上

記 2 機関を除く）は以下のとおり — KSHS：元

高知高等学校（現在は国立科学博物館に移管）；

USNM：スミソニアン自然史博物館；YCM：横

須賀市自然・人文博物館．本報告に用いたイナズ

マヒカリイシモチの学名は Gon et al. (2014) にし

たがい，Siphamia argentea とした．

　結果と考察

Siphamia argentea  Lachner, 1953

イナズマヒカリイシモチ　(Fig. 1)

標本　2 個 体： 体 長 24.9–39.0 mm．KAUM–I. 

83034，体長 39.0 mm，鹿児島県奄美大島沖（名

瀬漁港に水揚げされた約 2 kg のスジアラの胃か

ら採集），2015 年 9 月 10 日，前川隆則；KAUM–I. 

83493，体長 24.9 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内

之浦湾（38°18′20″N, 131°06′04″E），定置網，水深
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40 m，2004 年 11 月 18 日，山田守彦．

記載　背背鰭条数 VII-I, 9；臀鰭条数 II, 8；胸

鰭条数 13；腹鰭条数 I, 5；側線有孔鱗数 24；側

線上方横列鱗数 2；側線下方横列鱗数 6；背鰭前

方鱗数 4；総鰓耙数 3 + 10–11 = 13–14；櫛歯状に

発達した鰓耙数 1 + 8–9 = 9–10．

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：

体高 34.9–40.0；体幅 17.4–18.1；頭長 42.9–44.9；

吻 長 7.8–9.5； 眼 径 11.6–12.6； 両 眼 間 隔 10.0–

11.0；上顎長 21.5–23.8；尾柄長 20.9–21.0；尾柄

高 12.9–14.4；背鰭前長 42.5–44.4；第 1 背鰭第 1

棘長 2.8；第 1 背鰭第 2 棘長 10.5–10.8；第 1 背鰭

第 3 棘長 18.3；第 2 背鰭第 1 棘長 12.1–13.2；背

鰭最長軟条長 18.5–21.6；臀鰭前長 63.3–65.1；臀

鰭第 1 棘長 3.8–4.6；臀鰭第 2 棘長 10.8–12.2；臀

鰭最長軟条長 16.2–18.7；尾鰭長 29.4；胸鰭前長

39.7–43.6；胸鰭長 21.5；腹鰭前長 38.9–40.3；腹

鰭棘条長 13.7–17.4；腹鰭最長軟条長 22.3–22.5．

体は楕円形で側扁する．第 1 背鰭起部で体高

が最も高い．下顎は突出する．口は大きく斜位で，

主上顎骨後端は眼の後端に達する．前鼻孔は短い

鼻管の先端に開口し，吻端近くに位置する．後鼻

孔は孔状で，前鼻孔の斜め後方，眼窩付近に位置

する．上下の顎骨歯は歯帯を形成し，2–3 列に小

円錐歯が並ぶ．鋤骨には小円錐歯が 2–3 列に並び，

V 字状の歯帯を形成する．口蓋骨には小円錐歯が

1 列に並ぶ．第 1 背鰭起部は腹鰭挿入部の直上に

位置し，第 1 背鰭基底後端は腹鰭挿入部と臀鰭起

部の中間の直上に位置する．第 2 背鰭起部は臀鰭

始部やや前方の直上に位置し，第 2 背鰭基底後端

は臀鰭第 7 軟条基部直上に位置する．臀鰭起部は

第 2 背鰭第 1 軟条基部の直下に位置し，臀鰭基底

後端は第 2 背鰭基部後端やや後方の直下に位置す

る．胸鰭上端起部は第 1 背鰭第 3 棘基部の直下に

位置し，その先端は第 2 背鰭第 1 軟条基部の直下

に達する．腹鰭挿入部は第 1 背鰭後端と第 2 背鰭

始部の中間の直下に位置し，その先端は臀鰭起部

に達しない．尾鰭は二叉．側線鱗列は完全で，鰓

孔上端直上部から尾鰭基部まで連続する．前鰓蓋

骨後端は鋸歯状であり，隅角部は顕著な棘を有す

る．

固定後の色彩　体色は一様に淡黄色で，体側

に不規則な暗褐色の雲状斑を有する．吻端から眼

の下縁を通り，鰓蓋下方にかけてやや密に黒色素

Fig. 1. Preserved specimen of Siphamia argentea. KAUM–I. 83034, 39.0 mm standard length, Amami-shima island, Kagoshima, southern 
Japan.
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胞が分布する．腹部から尾鰭基部の下方にかけて，

銀黒色の発光腺がはしる．腹鰭を除く各鰭の棘お

よび軟条は透明である．腹鰭の棘と軟条の根本は

黒色素胞が分布するが，鰭膜は透明である．

備考　内之浦と奄美大島から採集された両標

本は，第 1 背鰭棘が 7 本であること，胸鰭鰭条が

13 本であること，体側に不規則な斑紋があるこ

と，および咽頭部から尾鰭腹面基部にかけて銀黒

色の発光腺があることから Gon and Allen (2012)

が記載した Siphamia argentea の標徴とよく一致し

た．

Siphamia argentea はフィリピンから得られた体

長 25.5–41.5 mm の 8 個体（USNM 112042, 112087, 

112088, 112089, 112090）に基づき新種として記載

された（Lachner, 1953）．その後，本種は日本，

北西オーストラリア，インドネシア，パプアニュー

ギニア，およびバヌアツからも報告された（Gon 

and Allen, 2012; Gon et al., 2014）．

イナズマヒカリイシモチは林ほか（1994）に

よって高知県柏島から得られた体長 31.7–40.9 mm

の 8 個 体（KSHS 21814, 22323, 22322, YCM-P 

28960）に基づき，S. tubulata として報告される

と同時に和名が提唱された．その後，Yoshida et 

al. (2010) は大隅諸島屋久島で撮影された水中写

真に基づき，本種の報告をした．Gon et al. (2014)

は前述の 2 論文で報告された本種の記載や写真を

もとに，日本近海で S. tubulata の学名が適用され

ていた種に適用すべき学名を S. argentea と判断し

た．なお，S. argentea はインドネシアと北西オー

ストラリアに分布する S. tubulata に各鰭条数や体

色が酷似するが，銀黒色の発光腺を有すること（S. 

tubulata では暗褐色点が散在するか，もしくは淡

色の発光腺を有する）から識別される（Gon and 

Allen, 2012）．

現在までにイナズマヒカリイシモチは国内で

は高知県柏島（林ほか，1994；林，2013），愛媛

県愛南（高木ほか，2010），大隅諸島屋久島（Yoshida 

et al., 2010；林，2013），および沖縄諸島沖縄島（林，

2013）・ 久 米 島（KPM-NI 85304）・ 水 納 島（ 林，

2013；KPM-NI 36365）から記録されている．し

たがって，内之浦と奄美大島から採集されたイナ

ズマヒカリイシモチは，標本に基づく鹿児島県初

記録の報告となる．また，本報告はこれまでの国

内における本種の分布の空白域を埋めるものであ

り，本種が高知県から沖縄諸島にかけて連続的に

分布することを示唆する．
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